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危機感

〈動機〉

　情報通信技術（ICT）は，あらゆる分野の基盤技術
となって久しく，フラット化され，変化も激しい．

ICTは新たな展開を迎えており，これに対応／先
導できる技術者の有り様も変わってきている．産業

界に輩出する大学の ICT人材は，従来のままでよ
いのだろうか？　これまで，日本の ICTに関する
大学教育は，一定の成果を上げてきているが，激動

の世界を迎えて，新たなベクトルが必要ではないだ

ろうか？　従来の ICT教育は，無論実験／演習な
どがあるものの，座学中心で行ってきた．この座学

で培ってきた技術が，どのように世の中の実践に結

び付き，実践できているのだろうか？　基礎学力と

実践との連携／フィードバックが必ずしも十分では

なかったのでないのだろうか？　複雑な情報基盤シ

ステムに対応し，新たなサービスを生み出すための

デザイン力と実践できる技術力の素養を持った人材

育成が必要である．また，その人材育成を実践する

ためには，学内の閉じた教育では限界があり，外界

との接点を積極的に取り入れた開かれた教育が必要

である．

〈経緯〉

　上記の想いを学内の一部ではあるが共有していた

ところ，日本経団連「高度情報通信人材育成部会」に

2006年から協力いただけることになり（2009年か

らは「NPO法人　高度情報通信人材育成支援セン
ター（CeFIL）が引き継ぐ」），また，文科省の「先導
的 ITスペシャリスト人材育成推進プログラム事業」
（2006年～ 2009年）の助成をいただけることになっ
た．このための専用教育コース「社会情報システム

工学コース（QITOコース）」を 2007年より新たに
大学院正規コースに設置して，高度 ICT人材育成
のための教育プログラムを開始した 1）～ 4）．本コー

スは，産業界（日本経団連「高度情報通信人材育成部

会」，CeFIL，九州経済連合会）および九州の他大学
（九州工業大学，熊本大学，宮崎大学，福岡大学）と

連携している．

〈どのような人材が必要か？　またそのためには？〉

　ICTの中核人材を育成したいという大まかな目
標はあるものの，高度 ICT人材は，どのような技
術を身に付ければよいか，また，そのために必要な

大学教育は何か，非常に難しい問題である．学内は

もとより，大学間，および産業界との多くの議論を

重ねてきた．大学はもとより，産業界においても，

きちんとした方向性が示されていないように思える．

我々の，度重なる議論の結果，コンセンサスが得ら

れたものは，「自ら考え自ら学び自らアクションを

起こす」人材である．これを，我々は「自律エンジン」

と呼んでいる．要は，ICTに限らずどの分野でも
当たり前のことなのであるが，この「自律エンジン」

が最近の学生には概して欠落していることが問題だ

と思っている．特に，ICTにおいては，技術の変
化，世界の変わりようが激しく，今日の技術が明日

産学連携による高度 IT人材
育成に関する九州大学の
取組み

福田 晃 （九州大学大学院システム情報科学研究院）
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6　産学連携による高度 IT 人材育成に関する九州大学の取組み

には通用せず，自ら切り拓いていくことが重要にな

り，「自律エンジン」が必要になる．

教育プログラム

 ❐育成する人材像
　社会において ICTが果たすべき役割を理解し，
現実の問題を正しく捉え解決する実践力を備え，単

なる「技術に長けた技術者」ではなく，幅広い知識と

高い倫理観に裏打ちされた高い理想を持つ，技術的

リーダである ICTアーキテクトの素養を持った人
材を育成する．

•	育成する人材像：社会情報基盤システムを先導で

きる ICTアーキテクト（の候補）
•	そのために必要な能力：自律エンジンを中心にし

て，ICTに関する技術力とプロジェクトマネジ
メント力

　その概要を図 -1に示す．

　また，T型かπ型かでいえば，図 -2に示すように，

幅広い知識をもとにした「デザイン力」を横串にして，

「技術力」と「発想力」を磨き，さらに，これらの 3つ
の柱を互いに連携／強化したπ型人材である． 

 ❐教育カリキュラム
〈概要と特徴〉

　本プロジェクトは下記の特徴を有する．

1）プログラムの実施体制（大規模な産学連携，大学
間連携体制）：産業界（日本経団連「高度情報通信

人材育成部会」，CeFIL，九州経済連合会），なら

びに九州の大学（九州工業大学，熊本大学，宮崎

大学，福岡大学）との大規模な連携体制を確立し，

本教育プログラムを実施している．

2）カリキュラムの特徴：図 -3に示すように，実践

系科目群を中核におき，技術・理論系科目群のみ

ならず，ICT全人教育に必要となる ICT教養・
哲学系科目群，ICTヒューマンスキル系科目群
を設けている．また，修了単位は，2010年の改
組により，30単位から 45単位に増やしている．

〈主要科目の実施概要〉

　以下に，本カリキュラムの特徴である，PBL，長
期インターンシップ，オムニバス講義について概略

を述べる．

1）PBL
　修士課程 2年間に 3つの PBL（1年前期：シス
テム開発型プロジェクト，1年後期：問題解決型
プロジェクト，2年前期：発展応用型プロジェク
ト）を実施し，PDCAサイクルを実践している． 
下記に各 PBLの概要を示す．

　i）システム開発型プロジェクト（1年前期）：シス
テム開発の導入教育を行い，システム開発の基

礎体力（システム開発方法，基盤技術）を養う．

全チーム（4～ 6名／チーム）同じテーマを扱う．
現在は，新日鉄ソリューションズが PBL教材
用に開発した「Web書店システム」を用いてい
る．

　ii）問題解決型プロジェクト（1年後期）：1年前期
で養ったシステム開発の基礎体力を元に，学生

が自ら問題解決を図るシステム開発を実践する．

この中で，プロジェクトでシステム開発する際

◆ 日本の将来を担う実践的 ICT 人材の育成
◆ 産業界や社会を改革するリーダー
◆ 世界に通用する力を持った国際人
◆ イノベーションを創造でき実践できる人材，アーキテクト

 ゴール

 3 つのサブゴール

技術力 自律エンジン力
プロジェクト
マネジメント力

 次世代情報化社会を牽引する
ICT アーキテクト育成

◆ ICT の専門知識
◆ ソフトウェア開発力
◆ 技術・社会への深い
　 洞察力・先見性

◆ 自ら考え自ら学び実践
　 する
◆ コミュニケーション力
◆ 牽引力と決断力
◆ 社会をリードする使命感
　 と気概

◆CMMI レベル 2相当
◆ 開発手法（ウォータフォー
　 ル型，アジャイル型）

図 -1　育成する人材とそのために必要な能力

図 -2　π型人材の育成

 

 

社会の問題を見つける能力
社会の問題を ICT により解決する能力
社会の問題から新たな研究テーマを見つける能力

「発想」と「技術」をつなぐ
「デザイン力」

ICT を社会でどう
役立てるかという
「発想力」

「技術力」
（情報科学／情報工学の

知識と実践力）
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に生じる課題を体験させ，「気

づき」を発見させる．チーム

ごとに異なるテーマを設定し，

ロールプレイ形式で進めてい

る．

　iii）発展応用型プロジェクト（2
年前期）：1年時に培った，シ
ステム開発の基礎／実践能力

と開発経験をベースに深堀

し，発展応用できる能力を養

う．プログラム当初は，1年後
期の PBLとは異なるテーマ及
びチーム構成により実施していたが，種々の問

題（半年では短い，深堀が不十分等）が発生した

ため，現在は，1年後期の PBLを継続し，深
堀／発展させている．

2）長期インターンシップ 5）

　日本経済団体連合会（CeFILが引継ぐ），九州経
済連合会，地場企業の協力により，多くの企業へ

のインターンシップを実施している．実施にあた

って，事前マッチングなどを充実している．また，

受け入れ企業，3大学（九州大学，九州工業大学，
筑波大学）のインターンシップ履修学生と教員が

一同に会し，インターンシップ交流会など多様な

レベルでの交流を深めている．

3）オムニバス講義
　企業の一流経営陣／技術陣が，企業からみた ICT
について講述する科目を複数設けている（ICT社
会ビジネス特論，先端 ICT工学特論，高度 ICT
リーダ特論，プロジェクトマネジメント特論な

ど）．学生にとって，異なる観点からの内容であ

り，大いに刺激になっている．その一部（ICT社
会ビジネス特論）の講義内容を表 -1に示す．

得られた知見

　本コースは，4年が経ち，多くの知見が得られて
いる．主要な知見を下記に述べる．詳細は文献 3）
を参照されたい．

〈情報の共有化と意思統一が重要〉

　これまで，教育分野においても，大学と企業との

個別の連携は行われてきており，一定の効果は上げ

ているものの，産業界がある単位でまとまって大学

と連携する試みは，日本ではこれまで例がないよう

である．そのため，本コースの教育プログラムを開

始する以前には，大学教育のあり方に関して，産業

界と大学の考え方に大きな隔たりがあるように我々

は思っていた．すなわち，産業界が大学に求める教

育は，企業現場ですぐに役に立つ，より実践的な教

育であり，一方，大学が行っている教育は理論や専

門的な技術力育成を重視したものが中心となってい

るとの認識である．双方ともこの認識を前提に，多

くの話し合いを行ってきた．その結果，徐々にこの

図 -3　カリキュラムの概要

修士論文（本プログラムの集大成）

技術・理論系科目群（基礎・専門）

組込み系科目群 ビジネス系科目群
ソフトウェア，ハードウェア，ネットワークなど，幅広い ICT 分野の知識

実践系科目群

ICT 教養・哲学系科目群 ICT ヒューマンスキル系科目群

問題解決型プロジェクト

システム開発型プロジェクト

発展応用型プロジェクト

Real
PBL

長
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

（例）
・伊都キャンパスにおける IC カード
・クラウドコンピューティング
・ソフトウェア開発方法（形式使用記述，
　モデル駆動開発）
・CPS（サイバーフィジカルシステム）
・地域密着型 PBL

今後の社会の発展を考え行動する
信念の基礎を与える．

e.g. 先端 ICT 特論（最先端の企業技術者）

リーダーシップ，コミュ二ケーションなど，
人的なスキルを養成する．

e.g.高度 ICTリーダー特論（各界トップの実務経験者）

PBL：Project Based Learning

スパイラル的教育

コマ
No テーマと内容 講師

01
02 イノベーションと情報（通信）処理技術

CeFIL
富士通
デジタルプロセス

03
04 CADの発展から見た製造業界

CeFIL
富士通
デジタルプロセス

05
06

ミッションクリティカルシステムとしての
金融システム 野村総研

07
08 ICTによる社会インフラの高度化 日立製作所

09
10

組込みソフトウェアへの依存度の高まり
（自動車業界） トヨタ自動車

11
12 IT利活用による産業再生 日本電気

13
14

ネットワーク（M2M）の活用によるビジネ
スの競争力強化 富士通

15
16 発展途上国 九州大学

表 -1　ICT 社会ビジネス特論の講義内容（2011 年前期）
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認識が正しくないことが分かってきた．産業界も，

即現場で通用する実践力だけを求めているわけでは

なく，大学が担ってきた教育の基本概念・理念教育

を含んだ基礎教育の重要性を認めていること，一方，

大学も，これまでの理論や専門的な技術力育成の重

要性を認識しながらも，産業界の長所（実践力）を認

め，取り入れる努力を続けていることを，互いに認

識したことである．これは，大学，産業界共に，世

界に通用する広い視野を持った ICT人材を育成す
るという共通の目標があり，そのためには，両者の

長所を合わせ持つことが必要不可欠との共通の認識

からである．

　我々の経験から，上記の認識に至ったのは，産業

界との密な打合せの場を設けたことによるところが

大きい．このように，教育における産学連携を密で

かつ効果的なものにするためには，認識の共有化と

意思統一がきわめて重要である． 
〈学生のモチベーションをさらに向上させるための仕組

みが重要〉

　学生がこれまで受けてきた教育は，ややもすると，

学内に閉じた概して閉鎖的な教育になりがちである

と我々は感じている．この教育は一定の効果を上げ

てきたが，我々の経験から，学生のモチベーション

をさらに向上させることを実感した．このために，

閉じた世界の教育のみではなく，学生を外界と積極

的に接触させることが必要であると考えた．産業界

の非常勤講師による交流会，およびインターンシッ

プでの他大学（九州工業大学，筑波大学）の学生との

交流会がきわめて効果的であった．この外界との交

流の場により，学生は新たな発見，意識の高揚が図

られている．また，学生の「自律エンジン」の育成に

ついては，技術勉強会はもとより，学生組織（Q学
連）の設立，学生提案の合宿，学生がテーマした討

論会（最近では，東日本大震災に伴う，情報システ

ムの在り方がテーマ）など，学生自らアクションを

起こしており，「自律エンジン」が育成されつつある

と感じている．また，「自律エンジン」の育成は，そ

の評価が定性的なものであった．我々は定量的に評

価する方法を提案している 6），7）．

持続可能な教育に向けて

　九州大学では，持続可能な体制として，教育コー

スにおいては，「社会情報システム工学コース」を正

規の大学院コースに位置付けている．また，さらに

発展／進化させるためには，情報系の学生のみに閉

じた教育ではなく，文系（特に経済関係）の学生をも

巻き込んだプログラムが必要だと感じている．そこ

で，ビジネススクールを巻き込んだ新たな教育プ

ログラムを今年度から開始した．1つの試みである．
現状にとどまらず，さらに発展させていきたい．
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済連合会）の多くの方々の努力で成り立っている．関係の皆様に感謝す
る次第である．

福田 晃（正会員）　fukuda@ait.kyushu-u.ac.jp
九大大学院工学研究科情報工学専攻修了，その後，電電公社（現
NTT）研究所，九大助手，助教授，奈良先端科学技術大学院大学教
授を経て，2001年から現職．九大システム LSI研究センター長（兼務）．
工学博士．組込みシステム／ソフトウェア，ユビキタスコンピューテ
ィング，ICT教育等に興味．本会フェロー．


